






























考察 

本調査の対象は,日母会員が属している全国の約 280 の病院で出生した新生児で,全国総出

産児数の約 11%にあたる。またその協力施設の分布はほぼ日本全国に分布しており,特定の

地域に偏するものではない。また本調査では生後 7日以内に産婦人科医が診断をつけ得る

と思われる 77 種類の疾患を選定し実施している。幸い本調査を始めてからの 16 年間に,

特定の先天異常が特定の地域に多発したという事実はないが今回の分析から次のようなこ

とが明らかになった。奇形児の出産頻度は 0.7～0.9%で各年度別に大きな変動はみられて

いない。暦の月別奇形児発生頻度は特に季節による変動はみられていない。母親の初産,

経産別頻度は初産 0.9%,経産 0.84%とやや初産婦に多い傾向がみられたが有意の差ではな

い。母親の年齢別奇形児出産頻度は 35～39 歳で 1,13%とやや高率で 40 歳以上では 1.84%

と高率を示し,5%の有意水準で 34 歳以下の年齢層に比べて有意の差を示している。奇形児

の性別は男性が女性 100 に対し 123 と有意に男性に多い。出産児の状態は死産 13.7%仮死

(死亡)4,6%を加えると 18.3%が死亡しており,正常児の死産率約 4.5%の 4倍に相当する。先

天異常児には低出生体重児が多く,2,499g 以下の低出生体重児は 31,5%で正常児における

低出生体重児の占める割合約6%の 5 倍に相当する。次に最近超音波診断の急速な進歩によ

り産科診療が著しく変化しつつあるが,奇形児の発見時期も超音波診断装置が普及しはじ

めた 1979 年頃から妊娠中に診断し得た率が 2 倍に増加し,現在では 25%前後の奇形児症例

が妊娠中に診断されるようになっている。妊娠中に診断された奇形の種類は 1 位無脳症

31.3%,2位水頭症11.7%,3位脳瘤2.8%,4位二分脊椎2.5%と約50%は中枢神経系の奇形が占

めている。わが国に多くみられる奇形の種類はすでに発表して来たごとく 1)一 5),1 位全

口唇裂(13.5/出生 1 万対),2 位口蓋裂(12.7/出生 1 万対),3 位無脳症(8.5/出生 1 万対),4

位多指症,5位合趾症,6 位ダウン症,7位多趾症,8 位鎖肛,9 位水頭症,10位耳介変形の順で

ある。これらの奇形の中主な種類についてクリアリングハウス加入各国のそれらと比べて

みると 6)無脳症は北アイルランドに次いでわが国に多く,尿道下裂は欧米に比べて少ない

傾向がみられた。 


